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A. 研究目的 

31 指標について QI算定を行い、他施設

との比較検討を行うことで、その有用性

を検討し、連携病院への活用を目的とす

る。 

B. 研究方法 

治療関連 22 指標、QOL 関連 9指標の合

計 31指標について QI 算定を行い他施

設との比較を行う。 

（倫理面への配慮） 

該当せず 

C. 研究結果 

治療関連指標 

 専門医等の指標は人員の多い大学病

院が小児病院に比べて多い傾向にあり、

当院においても15の小児がん拠点病院

中で高い順位にあった。一方療養専門

職（保育士やチャイルドライフスペシ

ャリスト）は小児病院で高い傾向があ

った。保険点数等で算定されにくく、他

部門において人材を必要とする大学病

院においては、積極的雇用につながら

ない可能性があり、今後厚労省等から

の支援や保険点数算定などの雇用につ

ながる公的措置が必要と考えらえた。 

外来化学療法比率が低い点や病理診断

所要時間が長い点など、当院での改善

が必要な事項も明らかとなり、指標の

活用が有用と考えられた。 

QOL 関連指標 

研究要旨 

本年度も治療関連 22 指標、QOL 関連 9指標の合計 31 指標について QI算定を

行い、他施設との比較検討を行った。構造指標に関しては、小児病院と大学病院

における差が大きく、実態を反映していなかった。専門医数は大学病院が多く、

保育士など小児に特化した職種は小児病院で多数の人員が配置されており、客観

的な比較が困難な状況であった。その他の治療指標に関しては、他施設との比較

により、当院で改善すべき事項が明確になり有効な指標と考えられた。QOL 指標

においては、すでに小児がん拠点病院では達成済みの点が多く、今後連携病院で

の指標として活用が期待される指標となり得る。 
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 緩和チーム介入率（加算をとった症

例数を記載する）が低くなっているこ

とから、当院で毎週介入をおこなって

いるが、専門看護師の濃厚な介入がな

いとのことで加算をとっていなかった

ことが判明し、今後改善の余地がある

ことが明確になった。 

このように他施設との比較により、児

施設の改善目標が明確になるメリット

があった。 

 

D. 考察 

他施設との比較により、児施設の改善

目標が明確になる項目や、組織構造上

差が現れやすい項目もあり、それぞれ

の改善点が明らかとなりつつある。今

後連携病院へこれらの指標を用いて評

価する際には、更なるブラッシュアッ

プが必要と考えられた。 

 

E. 結論 

他施設との比較により、児施設の改善

目標が明確になる指標がある一方で、

大学病院や小児病院など病院構造上の

差で指標に差が生じることが明確な指

標、つまり比較する意味合いが薄い指

標もあり、今後の改善が望まれる。 

F. 健康危険情報 
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H. 知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

1. 特許取得 

該当なし 

2. 実用新案登録 

該当なし 

3. その他 

該当なし 

 

 

 

 

 

 

 


